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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ゼ
ロ
辞
典

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
９
４
０
Ｍ

【
作
者
名
】

　
尋

【
あ
ら
す
じ
】

　
「
魔
王
陛
下
の
ヒ
マ
潰
し
」
「
魔
王
陛
下
の
観
光
旅
行
」
「
魔
王
陛
下
の
雑

談
」
「
魔
女
見
習
い
よ
り
紫
眼
の
魔
族
へ
」
等
な
ど
。

各
話
の
根
底
を
流
れ
る
ゼ
ロ
・
シ
リ
ー
ズ
の
世
界
観
を
補
足
す
る
為
に
作
ら
れ

た
項
目
で
す
。
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年
表
（
前
書
き
）

下
に
行
く
ほ
ど
新
し
く
な
り
ま
す
。
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年
表

（
下
る
ほ
ど
新
し
く
な
り
ま
す
）

◆
未
明
時
代

詳
細
不
明
。

◆
怒
り
の
日

詳
細
不
明
。

他
審
判
の
日
、
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
、
ラ
グ
ナ
ロ
ク
等
名
称
は
様
々
だ
が
こ
の
日
「

何
か
」
が
起
き
た
ら
し
い
。

暗
黒
期
の
幕
開
け
と
な
っ
た
日
。

◆
暗
黒
期

出
生
率
の
低
下
、
生
存
率
の
低
下
、
環
境
の
悪
化
、
文
明
の
衰
退
、
地
質
変
動

等
。

こ
の
時
代
以
前
の
記
録
は
現
在
殆
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
【
遺
跡
】
に
ご
く
僅
か

に
当
時
の
様
子
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

◆
黎
明
期

後
に
第
零
世
代
と
呼
ば
れ
る
人
類
の
新
世
代
が
誕
生
。

そ
の
中
か
ら
最
も
優
れ
た
る
七
人
が
集
い
、
人
類
は
こ
こ
か
ら
復
興
を
始
め
る
。

な
お
こ
の
わ
ず
か
七
人
の
集
団
の
名
を
【
レ
ギ
オ
ン
】
と
呼
ぶ
。

＠
『
懐
か
し
き
日
々
』

魔
法
陛
下
の
雑
談
に
収
納
。
気
が
向
い
た
ら
更
新
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◆
創
世
期

【
レ
ギ
オ
ン
】
に
よ
る
テ
ラ
フ
ォ
ー
ム
が
成
功
し
、
人
類
の
生
活
水
準
、
生
存

率
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
。

こ
の
時
期
に
開
発
さ
れ
た
代
表
的
な
も
の
に
【
永
久
時
計
】
【
世
界
樹
】
【
魔

ゆ
る
ぐ
し
ら
ど
る

法
】
な
ど
が
あ
る
。

◆
涙
の
日

【
レ
ギ
オ
ン
】
の
中
核
た
る
人
物
が
不
慮
の
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
。

こ
の
後
【
レ
ギ
オ
ン
】
は
そ
の
活
動
を
停
止
し
解
散
。
同
時
に
彼
ら
を
失
っ
た

人
類
の
文
明
の
レ
ベ
ル
も
急
速
に
衰
退
す
る
。

◆
空
白
期

こ
れ
以
前
の
事
は
記
録
に
な
い
。

・・・・◆
現
代

＠
『
魔
女
見
習
い
よ
り
、
紫
眼
の
魔
族
へ
』
（
ス
ピ
ン
オ
フ
）

人
類
史
上
最
高
に
し
て
最
強
の
魔
女
と
謳
わ
れ
た
バ
ー
バ
ラ
の
物
語
。

更
新
は
後
回
し
。
内
容
は
シ
リ
ア
ス
。
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・
デ
ュ
ラ
ン
魔
王
就
任

＠
『
―
―
―
―
』
編
 

（
ス
ピ
ン
オ
フ
）

現
在
未
執
筆
。

観
光
旅
行
が
終
わ
っ
た
ら
取
り
か
か
る
予
定
。
内
容
は
シ
リ
ア
ス
。

・
本
編
第
一
部

＠
『
魔
王
陛
下
の
ヒ
マ
潰
し
』
（
ス
ピ
ン
オ
フ
）

突
如
と
し
て
魔
界
へ
召
喚
さ
れ
た
「
オ
レ
」
が
魔
王
相
手
に
奮
闘
し
な
い
話
。

完
結
済
み
。

＠
『
魔
王
陛
下
の
観
光
旅
行
』
（
ス
ピ
ン
オ
フ
）

前
作
『
ヒ
マ
潰
し
』
の
続
編
。
現
在
連
載
中
。

・
本
編
第
二
部

・
本
編
第
三
部

・・・・
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用
語
辞
典
：
人
間
界
編
（
前
書
き
）

ま
だ
ま
だ
ま
と
め
中
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用
語
辞
典
：
人
間
界
編

◆
ゼ
ロ
・
パ
ー
ツ
（
ぜ
ろ
・
ぱ
ー
つ
）

紫
眼
に
黒
髪
を
持
つ
存
在
。

こ
れ
が
誕
生
す
る
と
必
ず
魔
界
の
門
が
開
き
、
魔
王
と
の
戦
乱
期
に
突
入
す
る

こ
と
か
ら
「
戦
乱
の
忌
子
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
一
時
期
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
殺

さ
れ
る
事
も
多
か
っ
た
。

現
在
は
人
間
側
か
ら
魔
王
へ
の
対
抗
手
段
の
一
つ
だ
と
判
明
し
て
お
り
、
Ｄ
Ｄ

Ｄ
が
保
護
監
視
下
に
置
く
事
が
伝
統
と
な
っ
て
い
る
。

人
間
の
限
界
を
遥
か
に
超
え
た
高
い
魔
力
と
身
体
能
力
を
宿
し
、
大
き
く
分
け

て
一
次
と
二
次
の
二
段
階
に
分
け
て
成
長
す
る
。

＠
裏
話
：
本
編
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
。
ゼ
ロ
シ
リ
ー
ズ
の
名
前
は
こ
こ
か
ら
き
て

い
ま
す
。

◆
Ｄ
Ｄ
Ｄ
（
―
―
―
）

傭
兵
派
遣
を
主
体
と
す
る
法
人
。

何
処
の
国
家
に
も
属
し
て
お
ら
ず
、
戦
闘
員
の
構
成
は
外
部
入
社
と
遺
伝
子
選

抜
に
よ
っ
て
当
初
か
ら
Ｄ
Ｄ
Ｄ
で
育
成
さ
れ
る
内
部
育
成
と
に
大
き
く
分
け
ら

れ
る
。

各
戦
闘
員
は
ラ
ン
ク
ご
と
に
分
け
ら
れ
、
最
高
峰
を
マ
ス
タ
ー
と
呼
ぶ
。

な
お
そ
の
職
務
の
性
質
上
、
所
属
員
の
平
均
寿
命
は
極
め
て
短
い
。

＠
裏
話
：
本
編
の
主
な
舞
台
。
主
人
公
連
中
の
所
属
先
が
こ
こ
。

◆
ユ
ル
グ
シ
ラ
ド
ル
（
世
界
樹
）

世
界
の
中
心
に
そ
び
え
た
つ
柱
の
よ
う
な
建
造
物
。

噂
に
よ
れ
ば
別
の
世
界
ま
で
続
い
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
内
部
区
画
を
中
央
と
呼
び
、
各
大
陸
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
行
っ
て
い

セ
ン
ト
ラ
ル

る
永
久
時
計
も
こ
の
内
部
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ス
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
一
つ
。
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◆
四
陸
一
群
（
よ
ん
ろ
く
い
ち
ぐ
ん
）

中
央
大
陸
、
北
大
陸
、
東
大
陸
、
西
大
陸
の
四
大
陸
に
南
諸
島
群
を
加
え
た
世

セ
ン
ト
ラ

ノ
ー
ス
ト
リ
ア

イ
ー
ス
テ
ィ
ア

ウ
ェ
ス
パ
シ
ア

シ
ザ
リ
オ
ン

界
の
各
地
方
の
総
称
。

そ
れ
ぞ
れ
の
大
陸
お
よ
び
諸
島
群
に
は
独
自
の
風
土
と
気
候
、
そ
し
て
政
治
形

態
が
存
在
す
る
。

◆
オ
ー
ト
マ
タ

人
型
機
械
の
総
称
。
主
な
用
途
は
介
護
や
危
険
作
業
等
。

法
律
上
そ
の
安
全
基
準
や
製
造
方
法
、
用
途
に
つ
い
て
は
制
限
が
あ
り
人
間
に

酷
似
し
た
物
に
は
オ
ー
ト
マ
タ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
タ
グ
を
付
け
る
事
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。

◆
狂
戦
士
（
べ
る
せ
る
く
）

亜
人
種
。
絶
滅
危
惧
指
定
種
。

戦
闘
中
は
ど
れ
だ
け
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
て
も
け
っ
し
て
死
な
ず
、
倒
れ
ず
、
戦

い
続
け
る
と
い
う
そ
の
性
質
か
ら
傭
兵
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
数
々
の
戦
場
に
引

き
出
さ
れ
た
結
果
数
を
減
ら
し
て
現
在
は
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

現
在
は
レ
ト
山
脈
以
北
、
北
限
結
界
の
内
に
あ
る
【
聖
地
】
に
僅
か
に
二
十
匹

程
生
存
す
る
。

稀
に
先
祖
が
え
り
を
起
こ
し
、
人
間
の
間
か
ら
生
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
ご
く
ま
れ

に
存
在
す
る
。

◆
阿
修
羅
王
（
あ
し
ゅ
ら
お
う
）

夕
日
色
の
髪
に
深
紅
の
瞳
を
も
つ
狂
戦
士
の
長
。

全
て
の
狂
戦
士
は
こ
の
長
を
守
護
す
る
為
に
存
在
す
る
と
の
説
も
あ
る
。

北
限
結
界
の
要
石
で
あ
り
、
北
の
大
門
の
番
人
と
し
て
世
界
を
守
る
守
護
者
で

か
な
め
い
し

も
あ
る
。

◆
北
限
結
界
（
ほ
く
げ
ん
け
っ
か
い
）
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ノ
ー
ス
ト
リ
ア
の
レ
ト
山
脈
以
北
を
覆
う
結
界
の
事
。
こ
れ
を
維
持
す
る
の
が

阿
修
羅
王
の
役
目
の
一
つ
。

こ
の
内
側
を
聖
地
と
呼
び
、
禁
足
地
と
な
っ
て
い
る
。

◆
北
の
大
門
（
き
た
の
た
い
も
ん
）

魔
界
に
通
じ
る
唯
一
の
門
。

ゼ
ロ
・
パ
ー
ツ
の
出
生
に
関
係
な
く
魔
界
へ
向
か
う
方
法
と
し
て
は
こ
の
門
を

潜
る
よ
り
他
に
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
門
を
開
く
為
に
は
守
護
者
た
る
阿
修
羅
王
の
許
可
が
必
要
で
あ
り
、
逆

に
魔
界
側
か
ら
の
侵
攻
を
抑
え
る
の
も
阿
修
羅
王
の
役
目
の
一
つ
で
あ
る
。

◆
先
天
性
魔
力
欠
損
症
候
群
（
ム
デ
ィ
ル
）

生
れ
つ
き
魔
力
を
体
内
に
貯
め
る
機
能
に
欠
損
が
出
来
る
病
の
事
。

そ
れ
ゆ
え
魔
法
が
仕
え
ず
、
ま
た
魔
法
に
よ
る
治
療
を
受
け
付
け
な
い
。

ジ
パ
ン
グ
人
の
み
に
発
症
し
、
そ
の
発
症
率
は
数
百
万
人
に
一
人
。
症
例
が
少

な
い
為
研
究
が
遅
れ
て
い
る
。

身
体
障
害
の
一
種
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
障
害
に
対
し
治
療
法
か
対

処
法
が
発
見
さ
れ
て
い
る
現
代
で
も
、
こ
の
病
に
つ
い
て
の
対
策
は
未
だ
一
切

確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

罹
患
者
は
マ
ナ
レ
ス
（
魔
力
欠
損
者
）
と
呼
ば
れ
て
国
へ
の
登
録
が
義
務
付
け

ら
れ
、
成
人
後
も
保
護
監
察
者
が
つ
く
。

ま
た
そ
の
就
労
に
つ
い
て
も
一
定
の
規
制
が
し
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
い
つ
魔
界
と
の
戦
闘
が
行
わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
現
状
で
、
戦
闘
能
力

が
低
く
緊
急
時
の
魔
法
治
療
を
受
け
付
け
な
い
彼
ら
を
、
上
位
意
思
決
定
機
関

に
置
く
事
は
あ
ま
り
に
リ
ス
ク
が
高
い
為
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
規
制
が
就
学
・
就
業
に
お
け
る
差
別
や
住
居
差
別
、
或
い
は
知
能

欠
陥
者
で
あ
る
と
の
誤
解
を
産
ん
で
い
る
。

◆
永
久
時
計
（
え
い
き
ゅ
う
ど
け
い
）

正
確
な
実
態
は
「
永
久
機
関
」
。
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す
な
わ
ち
外
部
か
ら
力
を
加
え
ず
と
も
永
遠
に
運
動
を
続
け
る
装
置
で
あ
り
、

常
に
外
に
向
か
っ
て
必
要
量
と
同
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
し
続
け
る
装
置
で

あ
る
。

ユ
ル
グ
シ
ラ
ド
ル
と
同
等
期
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
ユ
ル
グ
シ
ラ
ド
ル
内

部
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
詳
し
い
原
理
は
不
明
だ
が
、
そ
の
特
性
か
ら
各
大
陸
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
が
こ
の
永
久
時
計
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
。

管
理
者
は
双
神
子
。

◆
双
神
子
（
ふ
た
つ
み
こ
）

ユ
ル
グ
シ
ラ
ド
ル
の
管
理
者
に
し
て
、
全
人
類
の
象
徴
と
も
言
え
る
べ
き
存
在
。

そ
の
詳
細
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。

デ
ュ
ラ
ン
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
ど
う
や
ら
歴
代
の
双
神
子
が
存
在
し
く
「
二
人

で
一
つ
」
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
片
方
が
欠
け
て
も
も
う
一
方
は
成
立
し
な
い
存

在
の
よ
う
だ
。
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用
語
辞
典
：
魔
界
編
（
前
書
き
）

随
時
追
加
予
定
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用
語
辞
典
：
魔
界
編

◆
白
銀
狼
（
セ
イ
リ
オ
ス
）

白
銀
の
毛
並
み
に
金
の
瞳
、
白
き
翼
を
背
に
持
つ
狼
の
形
を
と
る
ド
ラ
ゴ
ン
の

一
族
。
蒼
氷
の
里
と
呼
ば
れ
る
万
年
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
隠
れ
里
に
住
む
希
少
種

で
も
あ
る
。

忠
誠
心
が
高
く
、
一
度
主
を
決
め
る
と
生
涯
そ
の
主
人
に
仕
え
続
け
る
性
質
が

あ
る
。

彼
ら
を
従
僕
と
す
る
事
が
貴
族
で
は
一
種
の
ス
テ
ー
タ
ス
と
な
る
。

歴
代
の
聖
王
近
衛
主
任
の
座
も
こ
の
白
銀
狼
が
務
め
る
の
が
伝
統
。

◆
は
ぐ
れ

セ
イ
リ
オ
ス
特
有
の
単
語
。

◆
聖
王
（
せ
い
お
う
）

人
間
の
呼
ぶ
所
の
魔
王
。

魔
界
で
最
も
強
大
な
魔
力
を
持
つ
者
へ
与
え
ら
れ
る
称
号
で
あ
り
、
全
て
の
魔

族
の
王
と
さ
れ
る
。

古
式
で
は
先
代
を
殺
傷
し
え
た
者
が
そ
の
座
を
継
い
で
い
た
が
、
近
年
で
は
四

大
卿
の
各
族
の
持
ち
回
り
制
と
な
っ
て
い
た
。

就
任
に
は
公
示
と
呼
ば
れ
る
四
大
卿
か
ら
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。

就
任
後
は
地
の
座
と
呼
ば
れ
る
王
宮
に
住
む
事
が
許
さ
れ
る
他
、
様
々
な
特
権

が
与
え
ら
れ
る
。

主
な
職
務
は
魔
界
の
安
定
と
、
各
種
族
間
、
血
族
間
の
問
題
の
解
決
、
そ
し
て

侵
攻
し
て
く
る
人
間
か
ら
魔
族
を
庇
護
す
る
事
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

＠
現
聖
王
は
デ
ィ
ア
ヴ
ォ
ロ
ス
・
デ
ュ
ラ
ン
。

＠
セ
シ
ェ
ン
の
言
に
よ
れ
ば
、
初
代
聖
王
の
名
も
デ
ュ
ラ
ン
と
言
う
ら
し
い
。

魔
界
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
名
だ
と
か
。
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◆
聖
王
近
衛
主
任

聖
王
専
属
の
近
衛
部
隊
を
統
括
す
る
、
い
わ
ば
聖
王
の
軍
事
力
の
要
で
あ
り
纏

め
役
。

聖
王
に
対
す
る
絶
対
的
な
忠
誠
心
、
混
交
種
族
を
ま
と
め
る
才
覚
、
そ
し
て
個

人
の
武
力
と
資
質
が
問
わ
れ
る
。

伝
統
的
に
セ
イ
リ
オ
ス
族
の
最
も
優
秀
な
個
体
が
こ
の
地
位
を
務
め
て
い
る
。

な
お
、
そ
の
忠
誠
心
故
に
聖
王
交
代
の
時
に
同
時
に
引
退
、
或
い
は
死
亡
す
る

為
に
歴
代
の
王
と
共
に
入
れ
替
わ
り
が
生
じ
て
い
る
。

＠
現
在
こ
の
地
位
は
公
的
に
は
空
白
。
非
公
式
に
は
セ
シ
ェ
ン
が
勤
め
て
い
る
。

＠
先
代
は
サ
キ
ア
ス
。
セ
シ
ェ
ン
の
実
の
兄
。

◆
公
示

新
聖
王
就
任
の
際
に
必
要
と
な
る
儀
式
。

主
に
二
つ
の
段
階
に
分
か
れ
、
第
一
段
階
は
四
大
卿
と
新
聖
王
の
対
面
、
及
び

四
大
卿
全
員
に
よ
る
聖
王
の
正
当
性
の
承
認
。

第
二
段
階
は
聖
王
就
任
の
知
ら
せ
を
全
魔
族
に
向
け
て
行
う
事
。

こ
れ
を
経
ず
し
て
聖
王
と
は
成
れ
ず
、
前
聖
王
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
で
も
こ

の
公
示
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
王
座
は
空
白
扱
い
で
あ
り
、
い
た
ず
ら
に
王
を
名

乗
っ
た
者
は
偽
王
と
し
て
魔
界
全
土
で
の
討
伐
対
象
と
さ
れ
る
。

＠
デ
ュ
ラ
ン
は
こ
れ
も
や
や
変
則
的
な
方
法
で
押
し
通
し
て
い
る
。
詳
し
く
は

「
○
○
○
○
編
」
に
て
掲
載
予
定

◆
種
―
属
―
族

あ
ま
た
存
在
す
る
魔
族
の
分
類
方
法
。
一
番
大
き
な
括
り
か
ら
種
、
属
、
族
と

な
る
。

な
お
、
属
に
つ
い
て
は
実
質
的
に
は
ド
ラ
ゴ
ン
属
と
ス
ラ
イ
ム
属
の
み
を
区
別

す
る
為
に
使
わ
れ
て
い
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
圧
倒
的
な
そ
の
力
の
為
、
後
者
は
あ
ま
り
に
細
分
化
さ
れ
た

事
と
そ
の
数
の
多
さ
ゆ
え
の
別
格
扱
い
で
あ
る
。
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◆
五
種

魔
族
を
区
切
る
最
も
大
き
な
括
り
の
事
。
体
表
を
覆
う
中
で
最
も
面
積
の
広
い

も
の
を
も
っ
て
分
類
す
る
。

す
な
わ
ち
、
毛
皮
に
覆
わ
れ
る
獣
種
。
鱗
に
お
お
わ
れ
る
鱗
種
。
羽
毛
に
覆
わ

れ
る
翼
種
。
硬
い
殻
で
覆
わ
れ
る
鎧
種
。
そ
の
他
に
あ
た
る
白
種
の
五
種
で
あ

る
。

◆
四
大
卿

五
種
の
内
鎧
種
を
除
く
四
種
の
ト
ッ
プ
を
担
う
族
の
当
主
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
一
大
勢
力
。

す
な
わ
ち
獣
種
ト
ッ
プ
の
ベ
エ
マ
ス
族
当
主
。
鱗
種
ト
ッ
プ
の
レ
ビ
タ
ヤ
ン
族

当
主
。
羽
種
ト
ッ
プ
の
ジ
ズ
族
当
主
。
白
種
ト
ッ
プ
の
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
族
当
主

の
四
名
で
構
成
さ
れ
る
。

主
な
業
務
は
聖
王
の
選
定
、
承
認
、
罷
免
。
そ
し
て
王
不
在
時
は
王
に
代
わ
っ

て
力
の
行
使
を
す
る
事
。

立
場
的
に
は
聖
王
と
同
等
で
あ
り
、
あ
る
面
で
は
聖
王
を
上
回
る
権
限
を
持
つ
。

現
在
の
メ
ン
ツ
は
順
に
ベ
ル
セ
ラ
、
リ
ゼ
ラ
イ
、
ジ
ー
ニ
ス
、
ヴ
ィ
ス
カ
ス
の

四
名
。

◆
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル

鎧
種
の
頂
点
に
存
在
す
る
ド
ラ
ゴ
ン
種
の
高
位
魔
族
。

種
の
頂
点
に
あ
る
魔
族
の
中
で
唯
一
政
治
に
不
干
渉
を
貫
き
、
遺
跡
近
く
の
辺

境
に
ひ
っ
そ
り
と
同
種
の
み
で
集
落
を
形
成
し
て
暮
ら
し
て
い
る
。

ド
ラ
ゴ
ン
種
の
括
り
の
中
で
も
ぬ
き
ん
で
た
実
力
を
持
ち
、
そ
の
黒
色
の
外
貌

か
ら
白
き
竜
セ
イ
リ
オ
ス
と
な
ら
び
黒
き
竜
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
る
。

◆
地
の
座

◆
遺
跡
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◆
秋
の
館
、
秋
離
宮

◆
ハ
ー
フ

◆
ド
ラ
ゴ
ン

◆
ス
ラ
イ
ム

◆
孤
高
の
門

◆
蝕
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人
物
事
典
：
人
間
界
編

◆
ナ
カ
バ
・
マ
サ
キ

正
木
・
半
。
十
四
歳
の
学
生
。
自
称
「
基
本
遠
慮
深
い
性
格
」
の
持
ち
主
。

小
柄
で
や
せ
細
っ
た
体
格
だ
が
、
中
に
詰
ま
っ
た
負
け
ん
気
は
人
一
倍
。

父
、
母
、
弟
の
四
人
家
族
で
あ
り
、
父
方
の
祖
父
の
「
サ
ブ
ロ
ー
じ
い
ち
ゃ
ん
」

は
ジ
パ
ン
グ
人
の
血
筋
。

自
他
共
に
認
め
る
「
じ
い
ち
ゃ
ん
子
」
。

好
き
な
食
べ
物
は
基
本
的
に
何
で
も
。
た
だ
し
に
お
い
が
独
特
な
物
は
苦
手
（

Ｅ
ｘ
．
納
豆
）

祖
父
と
同
じ
く
ジ
パ
ン
グ
人
に
稀
に
発
症
す
る
「
先
天
性
魔
力
欠
損
症
」
の
保

持
者
。

◆
リ
ミ
ュ
リ
シ
エ
ル
・
ミ
ル
フ
ィ
リ
ア

十
四
歳
学
生
。
中
央
大
陸
南
三
区
の
魔
法
技
官
候
補
生
。

セ
ン
ト
ラ

ナ
カ
バ
は
リ
ム
り
ん
と
呼
び
、
彼
女
は
ナ
カ
バ
を
ナ
カ
ち
ゃ
ん
と
呼
ん
で
い
る
。

平
均
的
な
身
長
に
Ｅ
カ
ッ
プ
の
胸
、
細
く
長
い
手
足
、
蜂
蜜
色
の
緩
く
巻
い
た

髪
を
し
て
い
る
。

ナ
カ
バ
い
わ
く
、
「
ト
リ
プ
ル
Ａ
ラ
ン
ク
」
の
美
少
女
。
天
使
の
微
笑
み
標
準

装
備
。

名
門
ミ
ル
フ
ィ
リ
ア
家
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
大
変
な
努
力
家
。

過
去
に
色
々
あ
っ
て
、
現
在
は
大
の
男
嫌
い
。

ナ
カ
バ
の
こ
と
は
過
去
は
一
方
的
に
嫌
っ
て
い
た
が
、
今
は
愛
情
を
も
っ
て
接

し
て
い
る
。

◆
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ミ
シ
デ
ィ
ア

十
五
歳
学
生
。
中
央
大
陸
南
三
区
の
刀
指
揮
官
候
補
生
。

セ
ン
ト
ラ

ナ
カ
バ
は
ヴ
ィ
ー
た
ん
と
呼
び
、
彼
女
は
ナ
カ
バ
を
ナ
カ
吉
と
呼
ん
で
い
る
。

女
性
に
し
て
は
高
め
の
一
七
〇
を
超
え
る
身
長
、
Ｃ
カ
ッ
プ
。
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実
家
は
酒
屋
。
い
わ
ゆ
る
天
才
肌
の
少
女
。

ア
ッ
シ
ュ
ブ
ル
ー
の
髪
を
型
の
高
さ
で
揃
え
て
い
る
。

ナ
カ
バ
い
わ
く
「
お
姉
様
系
の
美
女
」
。
下
級
生
（
特
に
女
子
）
に
良
く
も
て

る
ら
し
い
。

当
人
と
し
て
は
年
上
の
男
性
が
好
き
。

◆
ア
ド
ル
フ

十
七
歳
、
Ｄ
Ｄ
Ｄ
セ
ン
ト
ラ
ル
勤
務
。
第
二
一
八
班
班
長
。

ピ
ン
ク
色
の
髪
と
瞳
、
赤
銅
色
の
肌
か
ら
つ
い
た
あ
だ
名
が
ア
ポ
ロ
。

た
だ
し
当
人
は
そ
の
名
前
を
良
し
と
し
て
な
い
ら
し
く
、
毎
回
律
儀
に
訂
正
し

て
い
る
。

（
ナ
カ
バ
相
手
に
は
半
分
あ
き
ら
め
て
い
る
節
も
見
ら
れ
る
が
…
…
）

ア
イ
ス
ブ
リ
ン
ガ
ー
の
使
い
手
。

内
部
結
束
の
固
い
Ｄ
Ｄ
Ｄ
で
も
有
名
な
ほ
ど
の
家
族
馬
鹿
。

お
や
ば
か

年
下
の
相
手
を
撫
で
る
癖
が
あ
る
。
（
た
だ
し
家
族
は
例
外
な
く
こ
の
洗
礼
を

受
け
る
）

◆
デ
イ
ジ
ー
・
イ
ー
ニ
ッ
グ
ウ
ッ
ド

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
の
代
表
取
締
役
。

腰
ま
で
あ
る
豊
か
な
黒
髪
に
つ
り
上
が
り
気
味
の
赤
い
瞳
。

身
長
は
一
九
〇
を
超
え
て
い
る
上
に
ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
履
く
の
で
実
質
二
メ
ー
ト

ル
近
く
な
る
。

デ
ュ
ラ
ン
に
は
「
感
謝
し
て
も
仕
切
れ
な
い
程
の
借
り
が
あ
る
の
よ
」
と
の
事
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
才
能
も
あ
り
、
デ
ュ
ラ
ン
が
人
間
の
側
へ
来
た
際
に
着

用
し
て
い
る
服
は
全
て
デ
イ
ジ
ー
の
作
品
。

常
に
身
辺
に
な
ぞ
の
黒
服
集
団
を
つ
れ
て
歩
い
て
い
る
（
実
態
は
秘
書
）
。

ち
な
み
に
既
婚
者
。
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人
物
事
典
：
魔
界
編
（
前
書
き
）

時
と
場
合
に
合
わ
せ
て
更
新
中
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人
物
事
典
：
魔
界
編

◆
デ
ィ
ア
ヴ
ォ
ロ
ス
・
デ
ュ
ラ
ン

出
身
不
明
。
紫
の
瞳
を
持
つ
魔
族
の
王
（
【
聖
王
】
）
。

先
代
魔
王
を
殺
害
し
、
王
位
を
簒
奪
し
た
の
ち
【
四
大
卿
】
の
承
認
を
得
て
聖

王
の
座
に
就
く
。

過
去
の
経
歴
は
一
切
不
明
。
種
族
は
【
デ
ィ
ア
ヴ
ォ
ロ
ス
】
と
当
人
は
名
乗
っ

て
い
る
が
、
デ
ィ
ア
ヴ
ォ
ロ
ス
族
で
は
過
去
に
該
当
す
る
者
が
居
た
形
跡
は
無

く
、
ま
た
中
位
魔
族
に
し
て
は
所
蔵
魔
力
量
が
あ
ま
り
に
膨
大
過
ぎ
る
為
、
実

際
は
別
の
種
族
か
【
ハ
ー
フ
】
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
さ
れ
て
い
る
。

公
の
場
に
姿
を
現
す
事
を
好
ま
ず
、
【
公
示
】
に
お
い
て
姿
を
現
し
た
以
降
は

殆
ど
領
土
内
に
引
き
籠
り
姿
を
隠
し
て
い
る
。

ま
た
、
就
任
後
暫
く
し
て
か
ら
身
の
回
り
に
仕
え
る
魔
族
を
す
べ
て
解
雇
し
、

【
地
の
座
】
を
引
き
払
っ
て
【
秋
の
館
】
に
居
を
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
死
亡

説
も
流
れ
て
い
る
が
、
四
大
卿
は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。

醜
悪
す
ぎ
る
そ
の
容
姿
は
魔
族
の
中
で
も
有
名
で
、
現
在
も
そ
の
あ
ま
り
の
醜

さ
に
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
る
者
も
多
い
。

◆
セ
イ
リ
オ
ス
・
セ
シ
ェ
ン

【
白
銀
狼
】
の
青
年
。
【
聖
王
近
衛
主
任
】
。

セ
イ
リ
オ
ス

人
化
の
際
は
銀
の
髪
に
金
色
の
瞳
を
し
た
若
い
青
年
の
姿
を
取
る
。
執
事
服
着

用
は
主
の
意
向
故
。

た
だ
し
、
近
衛
主
任
へ
の
就
任
に
つ
い
て
は
非
公
式
に
執
り
行
わ
れ
た
為
、
大

半
の
者
は
こ
の
事
を
知
ら
な
い
。

そ
の
立
場
故
に
同
時
に
王
城
周
辺
の
守
護
者
の
任
も
兼
任
し
て
い
る
。

典
型
的
白
銀
狼
気
質
の
持
ち
主
で
、
主
人
た
る
デ
ュ
ラ
ン
に
仕
え
る
事
を
心
か

ら
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

デ
ュ
ラ
ン
に
面
と
向
か
っ
て
意
見
出
来
る
数
少
な
い
魔
族
の
一
人
。
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◆
セ
イ
リ
オ
ス
・
ソ
ラ
リ
ス

白
銀
狼
の
青
年
。
前
聖
王
近
衛
主
任
。

セ
イ
リ
オ
ス

白
銀
狼
の
中
で
最
も
優
れ
た
る
者
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
お
り
、
婚
約
者

を
持
つ
身
で
あ
っ
た
が
職
務
中
に
死
亡
す
る
。

セ
シ
ェ
ン
の
実
の
兄
に
当
た
る
。

◆
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
・
ヴ
ィ
ス
カ
ス

【
白
種
】
の
頂
点
で
あ
る
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
族
を
束
ね
る
若
き
当
主
。
四
大
卿
の

中
で
は
最
若
年
。

人
化
の
際
は
金
色
の
髪
に
深
紅
の
瞳
を
し
た
豪
奢
な
容
姿
の
青
年
の
姿
を
取
る
。

独
自
の
美
学
を
持
っ
て
お
り
、
現
聖
王
デ
ュ
ラ
ン
の
事
を
「
我
が
君
」
と
呼
ん

で
絶
対
の
服
従
を
誓
っ
て
い
る
。

た
だ
し
心
酔
の
度
合
い
が
著
し
過
ぎ
て
若
干
デ
ュ
ラ
ン
に
は
鬱
陶
し
が
ら
れ
て

う
っ
と
う

い
る
。

デ
ュ
ラ
ン
の
血
、
【
血
珠
】
を
受
け
て
い
る
為
に
異
様
な
ほ
ど
の
生
命
力
と
再

け
つ
じ
ゅ

生
能
力
を
持
ち
、
そ
の
体
は
塵
に
さ
れ
て
な
お
復
活
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

◆
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン

四
代
前
の
聖
王
。

ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
族
の
特
徴
で
あ
る
豪
奢
な
金
の
巻
き
毛
と
紅
い
瞳
を
も
っ
た
女

王
。

地
の
座
の
周
囲
に
春
夏
秋
冬
の
四
つ
の
館
を
建
て
た
。

◆
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
・
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ

四
大
卿
ヴ
ィ
ス
カ
ス
の
妹
姫
。
ヴ
ィ
ス
カ
ス
は
「
マ
リ
ポ
ー
サ
」
と
呼
ん
で
い

る
。

上
級
貴
族
に
相
応
し
い
魔
力
量
の
持
ち
主
だ
が
幼
体
に
は
負
担
が
大
き
く
、
興

奮
す
る
と
咳
が
酷
く
な
る
。

美
し
く
優
雅
で
強
い
兄
に
憧
れ
を
も
っ
て
お
り
、
己
自
身
に
も
「
常
に
貴
族
た

れ
」
と
課
し
て
い
る
。
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そ
の
一
方
で
甘
や
か
さ
れ
て
育
っ
た
た
め
わ
が
ま
ま
で
子
供
っ
ぽ
い
一
面
も
あ

る
。

◆
ベ
エ
マ
ス
・
ベ
ル
セ
ラ

【
獣
種
】
の
頂
点
で
あ
る
ベ
エ
マ
ス
族
を
束
ね
る
当
主
。
他
の
四
大
卿
リ
ゼ
ラ

イ
、
ジ
ー
ニ
ス
と
は
幼
馴
染
。

人
化
す
る
と
桃
色
の
髪
に
浅
黒
い
肌
、
砂
色
の
瞳
を
し
た
豊
満
な
肢
体
の
若
い

美
女
の
姿
と
な
る
。

現
聖
王
デ
ュ
ラ
ン
に
対
し
て
は
反
発
を
覚
え
る
と
同
時
に
、
惹
か
れ
て
い
る
事

も
自
覚
し
て
お
り
少
々
複
雑
な
思
い
を
向
け
て
い
る
。

や
や
ワ
ガ
マ
マ
で
自
己
中
心
的
な
面
も
あ
る
が
四
大
卿
と
し
て
、
或
い
は
貴
族

と
し
て
の
矜
持
は
高
い
。

従
者
と
し
て
良
く
同
じ
獣
種
の
貴
族
ア
メ
ミ
ッ
ト
・
ア
ギ
ト
を
連
れ
て
い
る
。

◆
レ
ビ
タ
ヤ
ン
・
リ
ゼ
ラ
イ

【
鱗
種
】
の
頂
点
で
あ
る
レ
ビ
タ
ヤ
ン
族
を
束
ね
る
当
主
。
他
の
四
大
卿
ベ
ル

セ
ラ
、
ジ
ー
ニ
ス
と
は
幼
馴
染
。

人
化
す
る
と
藍
色
の
髪
に
錆
色
の
瞳
を
し
た
、
逞
し
い
肢
体
の
壮
年
の
男
の
姿

に
な
る
。

現
聖
王
に
つ
い
て
は
割
合
寛
大
だ
が
、
特
に
愛
着
も
無
い
（
「
女
じ
ゃ
ね
ぇ
な

ら
興
味
ね
ぇ
し
」
と
の
事
）
。

普
段
は
だ
ら
け
た
姿
を
晒
し
、
良
い
女
に
目
が
無
い
が
そ
の
半
面
曲
者
ぞ
ろ
い

の
鱗
種
の
舵
を
取
る
切
れ
者
の
一
面
も
。

強
大
な
力
を
持
つ
貴
族
の
一
人
だ
が
、
ベ
ル
セ
ラ
だ
け
に
は
ど
う
し
て
も
敵
わ

な
い
。

鱗
は
剥
が
し
て
も
す
ぐ
に
生
え
代
わ
る
。

◆
ジ
ズ
・
ジ
ー
ニ
ス

【
羽
種
】
の
頂
点
で
あ
る
ジ
ズ
族
を
束
ね
る
当
主
。
他
の
四
大
卿
ベ
ル
セ
ラ
、

リ
ゼ
ラ
イ
と
は
幼
馴
染
。
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人
化
す
る
と
苔
色
の
髪
に
若
草
色
の
瞳
、
病
的
な
ま
で
に
白
い
肌
を
し
た
幼
い

少
年
の
姿
に
な
る
。

現
聖
王
デ
ュ
ラ
ン
が
王
座
を
簒
奪
し
な
け
れ
ば
聖
王
の
座
に
つ
い
て
い
た
は
ず

の
者
だ
が
、
本
人
は
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
い
。

ベ
ル
セ
ラ
と
リ
ゼ
ラ
イ
よ
り
は
若
干
年
上
で
あ
る
の
で
、
主
に
二
人
の
喧
嘩
が

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
た
際
の
収
拾
役
的
立
場
に
あ
る
。

非
常
な
偏
食
家
で
、
う
さ
に
ん
好
き
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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